
本 書 の 構 成 と
利 用 の し か た

目 次

本 書 の 構 成
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して理解することや，考え方を学ぶことが大切です。また，実際に公式
を用いた解法に慣れることも大切です。この両方の学習が無理なく進め
られるように，図やグラフを多く用いています。
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まとめ    学習内容の要点を簡潔にまとめていますので，ポイントや公式を確認できます。
基礎チェック    公式や学習内容に慣れるための基本的な問題です。
練習問題    教科書の内容を理解し，定着を図るための練習問題です。
特訓    重要な内容を，例題と問題を通して補充するための特集ページです。
編末問題    各編で学習した内容の総合的な問題です。定期テストや選択式問題の
  対策としても活用できます。
実験問題   実験をテーマにした問題です。実験の手順や結果の整理，
  分析などに関する問題を通して，思考力や表現力の育成に活用できます。
別冊解答編    丁寧で詳しい解説で，理解が深まるように構成しています。
※ 　 マークの付いた問題は，思考力を問う問題です。

各項目の右下に「理解度チェック」を設けています。
自分がどのくらい理解しているかを確認し，教科書で学習内容
を振り返って理解度をさらに高めるようにしましょう。　　
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5 速度の合成　　
・速度の合成……v1 と v2 の合成速度 v は平行四辺形の法則で求める。
  合成速度 v＝ v1＋ v2

  流速 v1 の川を v2 の速さで進もうとすると，岸から観察している人にとっては速度 v で進
んでいるように見える。

 ・岸に対して垂直に進む場合 ・ 合成速度が岸に対して垂直になる場合
 

・速度の分解……速度 v を異なる速度 v1 と v2 に分けること。　　
  座標平面上において，x方向と y方向に分解した

場合，それぞれを速度の x成分，速度の y成分
という。

6 相対速度
・相対速度…… 動いている A（自分）からみた B（相手）の速度を Aに対す

る Bの相対速度という。
　　　　　　    相対速度 vAB＝ vB－ vA

v2
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5  速度の合成　　　
一定の速さ 3.0 m/sで流れるまっすぐな川
がある。この川を，静水上を 6.0 m/sの速
さで進む船で移動する。
⑴　 同じ岸の上流と下流にある，72 m離
れた点 Aと点 Bをこの船が往復する
とき，上りと下りに要する時間 t1，t2を求めよ。

⑵　 この船でこの川を直角に横切りたい。船首をどちらに向けて進めばよいか。
⑶　 ⑵のとき，川を横切るのに要する時間は 10秒であった。川幅を求めよ。
⑷　 岸に対して垂直に進んだ場合，どのくらい下流に流されてしまうか。

6  速度の分解　　　
一定の速さで流れる幅 30 mの川を船で横
切るため，選手を川岸に対して直角に向け
て一定の速さで進んだ。しかし，実際には
川岸に対して 30° の方向に進み，10秒後に
対岸へ到着した。
⑴　 岸から見たときの船の進む速さを求め
よ。

⑵　 静水上を進むときの船の速さを求めよ。
⑶　 川の流れる速さを求めよ。

7  相対速度　　　
流れのない湖上を進む船A，B，Cがある。
A が東向きに 9.0 m/s，B が西向きに
15 m/s，Cが北向きに 9.0 m/sの速さで
進んでいる。
⑴　 船Aから見た船 Bの速度はどちら向

きに何m/sか
⑵　 船Aから見た船 Cの速度はどちら向
きに何m/sか

⑶　 船 Aから見ると船 Dが 12 m/sで北
から近づいて来るように見えた。船 Dの速度は何m/sか。また，向きがわ
かるように図中に矢印で速度を描け。

8  運動の合成　　　
一定の速さ v0〔m/s〕で流れる幅 L〔m〕の
まっすぐな川がある。右図のように，岸に
沿って一定の速度で走る車と，対岸に向
かって一定の速さで進む船がある。どちら
も同じ速さ 2v0〔m/s〕で点 A，Bを出発
したところ，同時に点 Cに到着した。
⑴　 同時に点 Cに到着するためには船の

船首は岸に対して何度で進めばよいか。
⑵　 岸から見た船の速さを求めよ。
⑶　 Aから Cまでの距離を求めよ。
⑷　 車がAを出発してから Cに付くまでの時間を求めよ。
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   v1 と v2 の合成速度 v  を図に描け。また，合
成速度 v  の大きさを求めよ。

   v1 に対する v2 の相対速度 v12 を図に描け。
また，相対速度 v12 の大きさを求めよ。
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本書の「特訓」に掲載されている問題に対応した，講義形式の『解説動画』や，「実験問題」
に関連した実験動画を視聴することができます。右，もしくは表紙に記載されている二次
元コードから専用ページにアクセスしてお使いください。
※通信環境によって，通信費が発生する場合がございます。

二次元コード
掲載予定
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7 水平投射　　
水平投射…… 初速度 v0で水平方向に投げ出された物体の運動。
　水平方向： 初速度で等速直線運動する。
 時刻 tにおける速度　 vx＝v0

 時刻 tにおける位置　 x＝v0t

　鉛直方向： 自由落下と同じ。
 時刻 tにおける速度　 vy＝gt

 時刻 tにおける位置　 y＝　  gt2

8 斜方投射
斜方投射…… 初速度 v0で水平から角度 iの方向に投げ出された物体の運動。
　水平方向： 初速度の水平成分で等速直線運動する。

 時刻 tにおける速度　 vx＝v0 cos i

 時刻 tにおける位置　 x＝v0 cos i× t

　鉛直方向： 初速度の鉛直成分で鉛直投げ上げと同じ。

 時刻 tにおける速度　 vy＝v0 sin i－gt

 時刻 tにおける位置　 y＝v0 sin i× t－　 gt2

 

9 空気抵抗
空気抵抗…… 物体の運動を妨げる方向にはたらく空気の抵抗  

抵抗力の大きさ f〔N〕は，速さ v〔m/s〕に比例する。  

 f＝kv（kは比例定数）
終端速度…… 空気抵抗と重力がつり合い，加速度が 0 m/s2の等速で落下するようになったときの速度。
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重力加速度の大きさを 9.8 m/s2とする。
   ビルの屋上から水平方向に 3.0 m/sの速さで小球を投げ出したと

ころ，4.0秒後に落下した。落下地点はビルから何m離れているか。
また，ビルの高さは何mか。　

   高さ 29.4 mのビルの屋上から水平方向より 30°上方に速さ 9.8 m/s
で小球を投げ出した。小球が地面に到達するのは投げてから何秒
後か。また，小球が地面に到達したときの水平距離は何mか。

   質量 1.0 kgの物体が終端速度 12 m/sで落下している。空気の抵
抗力の大きさは何Nか。

3.0m/s

11 7

9.8m/s
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13 9
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9  自由落下と水平投射　　
高さ 44.1 mの地点から小球Aを自由
落下させると同時に，小球 Bを水平
方向に 10 m/sの速さで投げ出した。
重力加速度の大きさを 9.8 m/s2とし，
空気抵抗はないものとする。
⑴　 小球 Aが地面に達するまでにか
かった時間を求めよ。

⑵　 小球 Bが地面に達するまでにかかった時間を求めよ。
⑶　 小球 Bが地面に達するまでの水平移動距離を求めよ。
⑷　 小球 Bの初速度を 2倍にしたときの地面に達するまでの時間と水平移動距

離を求めよ。

10  水平投射①　　
ある高さから初速度 v0で水平方向に小球
を投げたところ，地面に到達するまでに
かかった時間は tであった。ただし，重
力加速度の大きさは gとし，空気抵抗は
ないものとする。
⑴　 小球を投げた地点の高さ hを求めよ。
⑵　 投射した地点から小球が地面に到達
した地点までの水平移動距離 lを求めよ。

⑶　 小球が地面に到達する直前の速さを求めよ。また，そのときの小球の速度の
向きと鉛直方向のなす角度を iとして，taniを求めよ。

11  水平投射②　　
ある高さから水平方向に初速度 9.80 m/sで小球を投げ出したところ，地面に対
して 60° の角度で着地した。重力加速度の大きさを 9.80 m/s2とし， 6 ＝2.45

とする。空気抵抗はないものとする。
⑴　 地面に着く直前の小球の速さを求めよ。
⑵　 地面に着くまでの時間 tを求めよ。
⑶　 小球を投げた地点の高さを求めよ。
⑷　 初速度を 3 倍にしたときの，地面に着くまでの時間を求めよ。
⑸　 ⑷のときの，地面に着く直前の小球の速度を求めよ。ただし，向きは地面に
対する角度で答えよ。

12  飛行中の飛行機からの落下　　
速度 v0で東向きに飛行中の飛行機から
荷物を静かに落下させた。重力加速度
の大きさは gとし，空気抵抗はないも
のとする。
⑴　 地上から見ると，荷物はどのよう

な運動と同じ軌道に見えるか。
⑵　 機内から見たとき，荷物はどのような運動と同じ軌道で見えるか。
⑶　 ある運動をしている人から見ると落下中の荷物は東向きに等速直線運動をし
ているように見えた。この人はどのような運動をしているか。
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解説

別解

上下 2段の水平で滑らかな床があり，下の床には質量Mの台車が静止して
いる。上の段と台車の上面の高さは同じで，滑らかにつながっている。台
車の上面は粗く，動摩擦係数 n'の摩擦力がはたらく。
質量 mの小物体が速さ v0で上の段の床から台車の上面に移動し，台車も
一緒に動き始めた。しばらくすると，小物体と台車の速度は同じになり，
一体となって運動を始めた。重力加速度の大きさを gとする。
⑴　 台車と小物体の速度が等しくなったときの速度を求めよ。
⑵　 小物体が台車の上に移動してから⑴の速度になるまでの時間を求めよ。

⑴　 小物体と台車の間には動摩擦力がはたらくが，作用・反作用の法則に従う内力であ
り，運動量保存の法則が成り立つ。

　　　mv0＝（m＋M）v　よって，　v＝　　　  v0　…①

⑵　 小物体と台車の速度が同じになるまでの間，小物体が台車から受ける動摩擦力は，
F'＝－n'N＝－ n'mg　…②
小物体の運動量の変化＝小物体が受けた力積と考えることができるので，
　　　mv－mv0＝F'Dt

これに①，②式を代入して，

m 　　　v0－mv0＝－n'mgDt　　　Dt＝　　　　   

m

m＋M

m

m＋M

Mv0

n'（m＋M）g

摩擦があっても内力である場合

運動量

小物体の加速度は，

a1＝　　    

運動方程式ma＝Fより，

m 　　   ＝－n'mg　…③

v－v0

Dt

v－v0

Dt

台車の加速度は，

a2＝　　   

運動方程式ma＝Fより，

M 　　   ＝ n'mg　…④

v－0

Dt

v－0

Dt

③，④式より n'mgを消去すると，

m 　　   ＝－M 　　   　よって，v＝　　　  v0

これを④式に代入すると，

Dt＝　　　　　

v－v0

Dt

v－0

Dt

m

m＋M

Mv0

n'（m＋M）g

滑らかな水平面上に質量Mの木片を置く。この木片に質量 mの弾丸
を速さ v0で水平方向から打ち込んだところ，弾丸は木片の中で止まっ
た。
⑴　 弾丸が停止した後の木片の速さを求めよ。
⑵　 弾丸が木片に触れてから，木片の内部で停止するまでの間に木片
が受けた力積の大きさを求めよ。

⑶　 失われた力学的エネルギーを求めよ。

50

小物体と台車にはたらく運動方向
の力は下図の通り。

－ n’mg n’mg

正の向き

v0
m

小物体

台車

M

v0

m

M
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解説

水平面ABと曲面BCをもつ質量Mの台が滑らかな床上に静止している。
水平面ABから質量 mの小球を初速度 v0で滑らせたところ，小球は曲面
を点 Pまで上がり，その後，曲面を滑り降りてきた。小球と台の間に摩
擦はなく，重力加速度の大きさを gとする。
⑴　小球が点 Pに達したときの台の速さを求めよ。
⑵　点 Pの，台の水平面ABからの高さ hを求めよ。
⑶　小球が水平面上に戻ってきたときの小球と台の速度を求めよ。

⑴　 水平方向には外力がはたらいていないため，運動量保存の法則が適用できる。初めの運動量は小球の mv0のみで，点 P

に達したときは，小球は台に対して静止していると見なしてどちらも速度 Vとすると，

　　mv0＝（m＋M）V　　　よって，V＝　　　　 v0　…①

⑵　 摩擦力がはたらかないので物体系には力学的エネルギー保存の法則が成り立つ。小球の運動エネルギーが，小球の位置
エネルギーと小球と台の運動エネルギーに保存されるので，水平面ABを重力による位置エネルギーの基準にすると，

　　　  mv0
2＝　（m＋M）V 2＋mgh　…②

②式に①式を代入して，

　　h＝　　　　　   

⑶　 水平面上に戻ったときの小球の速度を v'，台の速度を V'とする。
運動量保存の法則から，
mv0＝mv'＋MV '　…③
力学的エネルギー保存の法則から，

　  mv0
2＝　  mv' 2＋　  MV' 2　…④

③，④式より，

v'＝　  　    v0， V'＝　　　   v0

m

m＋M

1

2

1

2

Mv0
2

2（m＋M）g

1

2

1

2

1

2

m－M

m＋M

2m

m＋M

力学的エネルギー保存の法則も成り立つ場合

滑らかな水平面上にばね定数 kのばねにつながれた
質量Mの木片が置かれており，ばねは壁に固定され
ている。この木片に質量 mの弾丸を速さ v0で水平
方向から打ち込んだところ，弾丸は木片と一体と
なって運動し，ばねを押し縮めた。衝突は瞬間的に
起こったものとする。
⑴　弾丸と木片が一体となった直後の木片の速さを求めよ。
⑵　衝突後，ばねは最大でどれだけ縮むか。
⑶　失われた力学的エネルギーを求めよ。
⑷　失われたエネルギーは何に使われたか簡単に説明せよ。
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実験問題

184

【目的】
光の回折・干渉のようすを観察し，干渉縞の間隔から光の波長を求める。
【準備】
黒い画用紙，カッターの刃（2枚），LED光源，ガラス板，黒の油性ペン，接眼ミクロメーター，顕微鏡，ものさし
【方法】
①　ガラス板を黒の油性ペンで塗りつぶす。5分ほど放置し，乾きかけたところで，2枚重ねたカッターの刃で真っ

直ぐに傷をつけ，2重スリットをつくる。
②　接眼ミクロメーターで 2重スリットの間隔 d

を測る。
③　図のようにレーザー光源，2重スリット，ス
クリーン（黒い画用紙）を直線上に配置し，ス
クリーンから 2重スリットまでの距離 Lを測
定する。

④　レーザー光を当て，スクリーンに映った縞模
様を観察する。スクリーンにものさしを貼り付け，暗くなっている部分（暗線）の間隔Dxを測定する。このとき，
5Dxごとの平均をとる。

⑤　スリット間隔 dやスクリーンまでの距離 Lを変えて同様に実験をくり返す。

【結果と考察】
表 1　スリットからスクリーンまでの距離と暗線間隔の関係
　　　（使用光源：赤色レーザー光，スリット間隔 d＝0.380×10-3 m）

L〔m〕 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

Dx〔mm〕 5.45 5.84 6.23 6.62 7.01 7.40 7.78

表 2　スリットからスクリーンまでの距離と暗線間隔の関係
　　　（使用光源：赤色レーザー光，スリット間隔 d＝0.456×10-3 m）

L〔m〕 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

Dx〔mm〕 4.54 4.87 5.19 5.52 5.84 6.17 6.49

表 3　スリットからスクリーンまでの距離と暗線間隔の関係
　　　（使用光源：赤色レーザー光，スリット間隔 d＝0.494×10-3 m）

L〔m〕 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

Dx〔mm〕 4.19 4.49 4.79 5.09 5.39 5.69 5.99

問 1　 表 1～ 3を使って，横軸に
スリットからスクリーンま
での距離 L，縦軸に暗線間
隔 Dxをとったグラフを描
け。

5Dx

Dx

レーザー光源 2重スリット

スクリーン

鉄製スタンド

距離 L

スクリーン
のようす

L〔m〕

Dx〔mm〕

ヤングの2重スリットの実験
類似実験の操作・測定方法やその実験結果について
確認できる実験動画

185

実 験 動画

問 2　グラフの傾きを求めて，スリット間隔 dとの関係をまとめた表の空欄①～③に当てはまる数値を答えよ。
表 1 表 2 表 3

スリット間隔 d〔m〕 0.380×10-3 0.456×10-3 0.494×10-3

グラフの傾き k〔mm/m〕 ① ② ③

問 3　 問 2の表から，赤色レーザーの波長について考察した。次の文章の空欄ア～カに当てはまる数値や語句を答
えよ。

　 　グラフの傾き kとスリット間隔 dは　ア　の関係になっていると考えられる。ここから，スリット間隔 dと
グラフの傾き kの積を求めると，表 1では dk＝　イ　mm，表 2では dk＝　ウ　mm，表 3では dk＝　エ　
mmとなる。可視光線の波長は，真空中で 380 nm～ 770 nm程度であり，ミリメートルで表し直すと，　オ　
mm～　カ　mmであるから，このスリット間隔 dとグラフの傾き kの積 dkは，赤色レーザー光の波長である
と推定できる。

問 4　 使用光源を緑色レーザー光に変えて，同様の実験を行った結果が表 4～ 6である。これらの表を用いて，こ
の緑色レーザー光の波長を推定せよ。

表 4　スリットからスクリーンまでの距離と暗線間隔の関係（スリット間隔 d＝0.380×10-3 m）
L〔m〕 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

Dx〔mm〕 3.92 4.20 4.48 4.76 5.04 5.32 5.60

表 5　スリットからスクリーンまでの距離と暗線間隔の関係（スリット間隔 d＝0.456×10-3 m）
L〔m〕 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

Dx〔mm〕 3.27 3.50 3.73 3.97 4.20 4.43 4.67

表 6　スリットからスクリーンまでの距離と暗線間隔の関係（スリット間隔 d＝0.494×10-3 m）
L〔m〕 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

Dx〔mm〕 3.02 3.23 3.45 3.66 3.88 4.09 4.31

 

問 5　 この実験から，2重スリットを通るレーザー光による干渉縞について，わかったことをまとめた。次の文の
空欄ア～ウに当てはまる説明を答えよ。

①　スクリーンをスリットから遠ざけるほど，干渉縞の間隔は　　ア　　。
②　スリット間隔が大きいほど，干渉縞の間隔は　　イ　　。
③　波長が大きいほど，干渉縞の間隔は　　ウ　　。

L〔m〕

Dx〔mm〕

緑色レーザー光の波長は，
　　　mmと推定できる。

2編／波

二次元コード

掲載予定
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クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
1.0×（－3.0）

3.02
＝－3.0×109 N

静電気力の大きさは3.0×109 N

練 習 問 題

⑴－4.1×10－5 C　　
⑵ B→A　3.6×1014 個

⑴接触前の Bの電気量を Qとすると，電気量保存
則より，接触前の電気量の和＝接触後の電気量
の和
＋7.5×10－5＋Q＝＋1.7×10－5×2

Q＝－4.1×10－5 C
＋ 7.5×10－5C

＋ 1.7×10－5C

＋ 1.7×10－5C

Q

A AB A

計 ＋ 3.4×10－5C

BB

⑵ A の 電 気 量 は＋7.5×10－5 C か ら＋1.7×
10－5 Cまで変化したので電気量の変化は
＋1.7×10－5－（＋7.5×10－5）＝－5.8×10－5 C

移動した電子の個数＝
移動した電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－5.8×10－5

－1.6×10－19

 ＝3.625×1014

 ≒3.6×1014 個

⑴斥力　　⑵8.0×104 N

⑴正電荷どうしなので斥力がはたらく。

⑵クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
2.0×10－3×4.0×10－4

0.302

 ＝8.0×104 N

⑴引力　　⑵0.60 N　　⑶2.5×10－2 N

⑴正電荷と負電荷なので引力となる。

⑵クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
3.0×10－6×（－2.0×10－6）

0.302

143

177

178

179

37 静電気 � 　 p.98，99

基礎チェック
138　絹の布→塩化ビニル棒
139　4.0×1010 個
140　＋4.0×10－6 C
 毛皮→エボナイト棒 

 2.5×1013 個
141　－1.4×10－15 C
 アクリル棒→ポリエチレンシート
 8.8×103 個
142　2.0×109 N　　 143　3.0×109 N

塩化ビニルが負に帯電したのは絹の布から電子
が移動してきたため。
電子は1 個あたり－1.6×10－19 Cの電気量を
もっているので

ある物体の電子の個数＝
ある物体の電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－6.4×10－9

－1.6×10－19

 ＝4.0×1010 個
電気量保存則よりエボナイト棒が－4.0×10－6  

Cに帯電したとき，毛皮は＋4.0×10－6 Cに帯
電している。電子は1個あたり－1.6×10－19 C
の電気量をもっているので

移動した電子の個数＝
移動した電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－4.0×10－6

－1.6×10－19

 ＝2.5×1013 個
電気量保存則よりアクリル棒が＋1.4×10－15 C
に帯電したとき，ポリエチレンシートは－1.4

×10－15 Cに帯電している。電子は1 個あたり
－1.6×10－19 Cの電気量をもっているので

移動した電子の個数＝
移動した電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－1.4×10－15

－1.6×10－19

 ＝8.75×103

 ≒8.8×103 個

クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
1.0×2.0

3.02
＝2.0×109 N

Fが正なので斥力

138

139

140

141

142

    
⑴Aにはたらく力は図のようになるので水平方向
の力のつり合いの式は
Ssin26.5°＝F　…①
鉛直方向の力のつり合い
の式は
Scos26.5°＝mg

 ＝1.0×10－3×9.8

 ＝9.8×10－3 …②
⑵①を②で両辺割ると

Ssin26.5°
Scos26.5°

＝
F

9.8×10－3
＝ tan26.5°＝0.50

F＝4.9×10－3 N
⑶ AB間の力は引力でありクーロンの法則中では
－4.9×10－3 Nとなる。クーロンの法則

F＝k
qQ

r2
 より

－4.9×10－3＝9.0×109×
4.9×10－8×QB

0.0302

QB＝
－4.9×10－3×0.0302

9.0×109×4.9×10－8
＝－1.0×10－8 C

A
Ssin26.5�

Scos26.5�

F

S

mg

26.5�

 ＝－0.60 N
大きさを問われているので0.60 N

⑶Aと Bの電気量の合計は＋1.0×10－6 Cなので，
接触させた後のAの電気量が＋5.0×10－7 Cな
らば，Bも＋5.0×10－7 Cの電荷をもつ。及ぼ

し合う力はクーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
5.0×10－7×5.0×10－7

0.302

 ＝2.5×10－2 N

⑴水平方向：F＝
2

1
S

　鉛直方向：
2

1
S＝4.9

⑵4.9 N　　⑶－4.9×10－4 C

⑴Aにはたらく力は図のようになるので水平方向
の力のつり合いの式は
F＝Scos45°

F＝
2

1
S　…①

鉛直方向の力のつり合い
の式は
Ssin45°＝mg＝0.50×9.8

2

1
S＝4.9　…②

⑵①と②より

F＝
2

1
S＝4.9 N

⑶ AB間の力は引力でありクーロンの法則中では

－4.9 Nとなる。クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

－4.9＝9.0×109×
1.0×10－5×QB

3.02

QB＝
－4.9×3.02

9.0×109×1.0×10－5
＝－4.9×10－4 C

⑴水平方向：Ssin26.5°＝F

　鉛直方向：Scos26.5°＝9.8×10－3

⑵4.9×10－3 N　　⑶－1.0×10－8 C

180

A

Ssin45�

Scos45�F

S

mg

45�

181
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クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
1.0×（－3.0）

3.02
＝－3.0×109 N

静電気力の大きさは3.0×109 N

練 習 問 題

⑴－4.1×10－5 C　　
⑵ B→A　3.6×1014 個

⑴接触前の Bの電気量を Qとすると，電気量保存
則より，接触前の電気量の和＝接触後の電気量
の和
＋7.5×10－5＋Q＝＋1.7×10－5×2

Q＝－4.1×10－5 C
＋ 7.5×10－5C

＋ 1.7×10－5C

＋ 1.7×10－5C

Q

A AB A

計 ＋ 3.4×10－5C

BB

⑵ A の 電 気 量 は＋7.5×10－5 C か ら＋1.7×
10－5 Cまで変化したので電気量の変化は
＋1.7×10－5－（＋7.5×10－5）＝－5.8×10－5 C

移動した電子の個数＝
移動した電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－5.8×10－5

－1.6×10－19

 ＝3.625×1014

 ≒3.6×1014 個

⑴斥力　　⑵8.0×104 N

⑴正電荷どうしなので斥力がはたらく。

⑵クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
2.0×10－3×4.0×10－4

0.302

 ＝8.0×104 N

⑴引力　　⑵0.60 N　　⑶2.5×10－2 N

⑴正電荷と負電荷なので引力となる。

⑵クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
3.0×10－6×（－2.0×10－6）

0.302
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177
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37 静電気 � 　 p.98，99

基礎チェック
138　絹の布→塩化ビニル棒
139　4.0×1010 個
140　＋4.0×10－6 C
 毛皮→エボナイト棒 

 2.5×1013 個
141　－1.4×10－15 C
 アクリル棒→ポリエチレンシート
 8.8×103 個
142　2.0×109 N　　 143　3.0×109 N

塩化ビニルが負に帯電したのは絹の布から電子
が移動してきたため。
電子は1 個あたり－1.6×10－19 Cの電気量を
もっているので

ある物体の電子の個数＝
ある物体の電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－6.4×10－9

－1.6×10－19

 ＝4.0×1010 個
電気量保存則よりエボナイト棒が－4.0×10－6  

Cに帯電したとき，毛皮は＋4.0×10－6 Cに帯
電している。電子は1個あたり－1.6×10－19 C
の電気量をもっているので

移動した電子の個数＝
移動した電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－4.0×10－6

－1.6×10－19

 ＝2.5×1013 個
電気量保存則よりアクリル棒が＋1.4×10－15 C
に帯電したとき，ポリエチレンシートは－1.4

×10－15 Cに帯電している。電子は1 個あたり
－1.6×10－19 Cの電気量をもっているので

移動した電子の個数＝
移動した電気量
電子1 個の電気量

 ＝
－1.4×10－15

－1.6×10－19

 ＝8.75×103

 ≒8.8×103 個

クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
1.0×2.0

3.02
＝2.0×109 N

Fが正なので斥力
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141

142

    
⑴Aにはたらく力は図のようになるので水平方向
の力のつり合いの式は
Ssin26.5°＝F　…①
鉛直方向の力のつり合い
の式は
Scos26.5°＝mg

 ＝1.0×10－3×9.8

 ＝9.8×10－3 …②
⑵①を②で両辺割ると

Ssin26.5°
Scos26.5°

＝
F

9.8×10－3
＝ tan26.5°＝0.50

F＝4.9×10－3 N
⑶ AB間の力は引力でありクーロンの法則中では
－4.9×10－3 Nとなる。クーロンの法則

F＝k
qQ

r2
 より

－4.9×10－3＝9.0×109×
4.9×10－8×QB

0.0302

QB＝
－4.9×10－3×0.0302

9.0×109×4.9×10－8
＝－1.0×10－8 C

A
Ssin26.5�

Scos26.5�

F

S

mg

26.5�

 ＝－0.60 N
大きさを問われているので0.60 N

⑶Aと Bの電気量の合計は＋1.0×10－6 Cなので，
接触させた後のAの電気量が＋5.0×10－7 Cな
らば，Bも＋5.0×10－7 Cの電荷をもつ。及ぼ

し合う力はクーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

F＝9.0×109×
5.0×10－7×5.0×10－7

0.302

 ＝2.5×10－2 N

⑴水平方向：F＝
2

1
S

　鉛直方向：
2

1
S＝4.9

⑵4.9 N　　⑶－4.9×10－4 C

⑴Aにはたらく力は図のようになるので水平方向
の力のつり合いの式は
F＝Scos45°

F＝
2

1
S　…①

鉛直方向の力のつり合い
の式は
Ssin45°＝mg＝0.50×9.8

2

1
S＝4.9　…②

⑵①と②より

F＝
2

1
S＝4.9 N

⑶ AB間の力は引力でありクーロンの法則中では

－4.9 Nとなる。クーロンの法則 F＝k
qQ

r2
 より

－4.9＝9.0×109×
1.0×10－5×QB

3.02

QB＝
－4.9×3.02

9.0×109×1.0×10－5
＝－4.9×10－4 C

⑴水平方向：Ssin26.5°＝F

　鉛直方向：Scos26.5°＝9.8×10－3

⑵4.9×10－3 N　　⑶－1.0×10－8 C

180

A

Ssin45�

Scos45�F

S

mg

45�

181
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